
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉聴覚障害者センター                   の対応

は… 

  

 

10/ 11 日（金）～14 日（月） 

24 時間体制にて連絡受付待機とともに各地域協会への連絡を遂行 
 

（障害福祉サービス） 

10月 25日早朝にニュースで千葉県南側に 

「大雨警報！」土砂崩れの恐れあり 
交通機関も運転見合わせ！（寸断！） 

との放送あり、当センターより朝から各方面への 
連絡に奔走、らいおんぐるーぷも送迎確認、連絡を遂行 

らいおんぐるーぷ含む 

参考 
手話通訳事業（派遣事業・養成事

業）の対応の状況のデータ 

台風 15号襲来時、公共交通機関は

遮断され、車も信号の消灯で交通機能

がマヒ多発の状況であった。 

 

県庁と連携し、前日よりホットライン 

24時間連絡体制に 

連絡等） 
★『電話リレーサービス』も休まず運営 

オペレーターは職員が担当 
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・ＨＰに災害用ページを立ち上げ 

・動画配信「千葉の台風被害状況」 

・災害対策会議 

・罹災証明の申請方法など情報発信 

 

 

 

 
「3 満タン」励行の周知徹底 
（本誌のページ 10 を参照） 

その日のうちに至急… 

会員事業 

 

 
９月９日午後 

各市聴覚障害者協会へ 

被害状況緊急アンケート実施 

アンケート回答率 

・派遣のキャンセルうかがい 

・養成講座の実施うかがい 

以上の連絡をする 

手話通訳事業 

下の図を参照 

 

手話通訳事業 

→遠方の地の手話奉仕員養成講座の講師派遣の中止を確認 

（主催である該当地域行政へ連絡の上で） 

らいおんぐるーぷ等 

 →事業所近くの川（都川）が氾濫の水位に近づいているとの情報あり 

利用者をすぐ帰宅させずに全て千葉聴覚障害者センターの 3階へ 

集結し避難させる（同日午後 2時、公用車で） 

利用者を手分けして夕方に公用車を利用して帰宅の支援を遂行 

（家族から「帰宅を」との希望に鑑みての遂行） 

最後の利用者は夜 9時半に帰宅となった。深夜にて全員帰宅を確認 

  

 

南総に住む当法人職員がセンタ

ーを夕方に出たところほとんどの

道路が通行止め状態で、家に着い

たのが翌日朝2時であった。 

 

安否確認含む 

・ピア相談支援専門員の訪問支援 

 
（県センター） 

（県センター） 

実施率 実施率 81.0% 90.6％ 73.3％ 0％ 75％ 42.8％ 

約30kmを 8時間もかけて

（時速3キロ）の速度であった。 

   

相談支援室 

 ・相談事業、相談支援事業利用者の安否確認等 

らいおんぐるーぷ 

 ・訪問介護のキャンセル等連絡 

 ・工房、神明、千葉、香取とも利用者の状況を確認 

施設関係 

 ・千葉聴覚障害者センター等各事業所の確認、 

らいおん農業のビニールハウスの破損を確認 

 ・らいおん神明などに浸水を確認、修繕対応 

 

    
普通の歩行なら10kmは 2時

間ほど、30kmなら6時間とな

るが、それよりもっと遅い歩行

レベルで車を走らせる計算に。 


